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石

油

地

質

撃

概

要

(
十
六
)

堆
撃
士

大

村

7

戒

越

後

油

田

の

地

質

及

鋳

床

忠

兼
山
油
田
の
地
質
及
鋸
床

(
附
小
千
谷
油
田
の
地
袋
及
紫
床
)

コシ

位
置
､
泊
革
及
産
額

本
油
田
は
長
岡
市
の
東
方
二
見
､
源
放
三
河
米
内
外
の
山
地
に
在

も
て
､
地
籍
は

iiI志郡

ニ
ゴ
ロ

ウ
ラ
セ

ヵ
ヅ
ホ

ヒ
ソ

山
本
村
及
荷

噴

射

に
跨
-
p
山
浦
匿
域
は
字
名
に
由
も
浦

瀬

､
加

浄

保

､
姓
樺
(
以
上
山
本
村
)
此

磯
(
荷
頃
村
)
の
諸

鋸
山
に
別
か
た
れ
で
あ
る
｡
泰
山
の
名
は
長
岡
市
を
中
心
だ
し
て
の
名
称
に
し
て
､
西
山
油
田
の
名
稗
の
過
疎
も
同

様
長
岡
市
を
中
心
だ
し
て
本
油
田
に
封
し
て
の
も
の
で
あ
る
｡
本
納
田
9
中
心
国
域
､
捕
瀬
､
此
他
方
面
に
は
石
油

の
穆
出
､
瓦
斯
の
畿
出
等
あ
･O
て
早
-
よ
り
人
の
注
意
を
惹
き
､
既
に
明
治
以
前
よ
-
屡
々
採
掘
を
拭
み
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
｡
さ
れ
ぎ
本
油
田
展
の
畿
展
は
明
治
廿

一
年
'
浦
湖
の
手
堀
井
の
成
功
に
其
の
端
緒
を
開
き
､
次
で
廿
六

年
'
同
地
の
手
堀
井
の
噴
油
を
見
る
に
及
ん
で
急
速
の
教
壇
を
見
る
に
至
っ
た
｡
出
油
量
は
明
治
四
十
年
頃
最
も
多

-

1
時
は
日
産
千
暇
に
逢
せ
L
も
其
の
後
漸
減
を
湧
け
粗
衣
は
日
産
二
百
五
十
時
内
外
で
あ
る
｡
出
油
値
域
は
延
長

･附
最
戯
八
町
に
し
て
大



域
は
現
在
採
油
し
っ
～

あ
る
鉱
床
に
封
し
て
は
基
の
限
度
に
逢
せ
る
を
以
て
衷
簡
約
に
は
液
早
番
展
の
倣
地
な
-
～

現
在
は
新
し
さ
坑
井
の
掘
峯
を
止
め
て
屠
る
｡
油
質
は
で
プ
ア
ヰ
ソ
ー
ア
ス
バ
γ
A
約
相
草
ば
し
ポ
ー
メ
は
魚
苗
三

二
皮
､
教
低
二
七
度
に
し
て
準
均
二
九
度
で
あ
る
｡
罷
域
だ
執
褒
ど
の
開
係
は
掃
滅
､
此
鰻
の
南
方
の
部
分
は
最
高

の
着
き-rI
を
威
し
加
浄
保
､
珪
輝
の
北
部
の
置
域
は
底
-
就
中
､
牝
練
の
鹿
鰭
は
最
底
の
石
油
を
慶
揖
し
て
居
る
0

問 - 箪

1碍財経耽粍既仙川恥Ll新

地
質
及
鋸
民

本
油
田
を
構
成
せ
る
地
質
及
び
基

の
暦
序
は
箪

山
間
の
杜
祇
園
に
示
せ
る
如
き
も
の
で

あ
る
｡
而
し
て
本
油
田
置
域
内
に
露
出
せ
る
部
分
は

地
敦
に
記
入
せ
る
線
以
上
に

L
で
其
の
以
下
は
附
近

の
露
出
並
に
成
井
の
経
脇
に
申
O
た
る
も
の
で
あ
る

γ
ラ
ヤ

荒

谷

瀞
は
静
位
上
'
栗
城
暦
即
ち
西
山
油
肝
方
面
の

寺
泊
瀞
に
相
督
す
る
も
の
に
し
て
p
主
だ
し
て
異
色
貫
岩
よ
も
成
る
も
､
白
色
の
凝
次
男
砂
岩
を
衆
有
せ
ざ
る
瓢
に

於
で
著
し
-
其
の
特
徴
を
異
に
し
て
屠
る
0
基
の
厚
さ
は
本
油
田
附
近
に
で
は
上
部
其
の

一
部
分
し
か
知
る
こ
だ
が

揖
凍
ぬ
O
兼
山
暦
は
確
答
暦
に
朝
静
し
砂
岩
､
貰
岩
の
互
僚
上
の
特
赦
は
金
･-
_同

一
で
あ
る
｡
寧
ケ
骨
静
は
塊
状
の

夜
色
賓
岩
よ
り
成
る
も
P
漉
旗
色
な
る
部
分
は
荒
谷
瀞
の
常
磐
ビ
混
同
さ
れ
易
い
｡
白
岩
暦
は
塊
状
の
砂
贋
貫
岩
に

し
て
多
数
の
艮
化
石
を
有
L
t
叉
､
場
所
に
由
て
は
澄
州
暦
}J
同
種
な
る
民
の
破
片
を
含
む
砂
塵
暦
を
敬
見
す
る
こ

さ
が
あ
る
｡
此
の
外
､
本
隊
域
に
は
粟
州
原
の
上
部
乃
寅
年
ケ
骨
の
下
部
に
骨

-
安
山
岩
贋
の
准
荻
質
角
餅
潜
及
び

集
塊
岩
が
春
麗
し
て
居
か
O
此
の
磐
厨
は
春
情
減
の
南
方
隣
接
置
喝
に
著
し
-
凝
達
し
､
場
所
に
由
て
ほ
椎
谷
.
車

石
,州
地
斑
を
把
紫

空

七
l
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淡

雪

七

二

固 . 弟

固 形 地 及 質 地 目軸 米 山

ケ
首
等
の
層
位
の
殆
ど
基
部
が
上
述
の
如
き

安
山
岩
質
の
も
の
に
由
っ
て
占
願
さ
れ
て
居

る
｡
本
罷
城
内
に
放
て
も
南
部
に
は
基
等
の

岩
石
多
-
'
漸
次
北
方
及
び
東
方
に
向
っ
て

尖
城
の
傾
向
を
示
し
て
居
る
｡
何
ほ
比
の
席

の
岩
石
の
凝
蓮
に
引
き
蔵
き
牛
ケ
骨
層
中
に

も
部
分
的
に
砂
岩
の
凝
達
を
見
'
徒
々
兼
山

層
だ
混
同
す
る
こ
と
が
あ
る
｡
此
の
場
各
.

兼
山
厨
の
砂
岩
は
石
英
粒
多

-
契
し
き
戚
じ

を
典
ふ
る
鮎
に
於
て
直
に
院
別
す
る
こ
だ
が

的
凍
る
｡

本
拙
肝
の
構
造
は
南
北
に
近
か
き

一
機
膚
向
を
有
し
.
両
翼
に
極
め
て
急
に
し
て
束
瓢
だ
頗
る
雀
L･i
る
非
執
種
的

な
る
背
斜
を
形
成
し
て
居
る
｡

而
し
て
該
背
斜
も
本
国
域
の
南
方
に
最
も
多
-
隆
起
し
､
多
少
の
抑
揚
を
保
ち
つ
～

北
方
に
沈
下
し
て
居
る
｡
地
質
分
布
は
背
斜
朝
に
沿
ひ
閏
油
国
威
金
鰻
に
亙
り
兼
山
暦
が
露
出
し
て
居
る
｡
凝
炭
質

角
樽
岩
は
本
納
m
中
の
最
高
地
瓢
､
高
津
谷
の
山
頂
に
射

し
背
斜
軸
上
に
露
ほ
れ
て
居
る
｡
石
油
は
兼
山
暦
中
の
砂

岩
を
貯
溜
岩
./J
L
背
斜
軸
に
治
ふ
て
集
積
せ
る
鮎
に
於
て
は
石
油
の
鋸
床
k
Jし
て
は
盆
-
薯
通
の
も
の
で
あ
る
.

抑
も
兼
山
帥
田
の
成
立
せ
る
背
斜
構
造
は
信
濃
川
平
原
の
東
側
に
隆
起
せ
る
十
数
里
に
互
る

fI
大
背
斜
構
造
の

7



部
で
あ
る
｡
該
背
斜
構
造
は
二
次
的
に
断
層
に
由
-
切
断
さ
れ
蔑
多
の
陸
塊
に
分
難
し
.
其
の
各
陸
塊
も
程
度
の
差

捕

欄 .',J-_V̂ 警≡≡壷

問 三 第

固 TTu-断 円帥 山 311-

は
あ
れ
で
夫
れ
表
れ
頚
曲
､
蒐
乱
を
受
け
て
屠
る
.
本
油
田
低
域
も
其
の
陸
塊
の
一
つ

に
し
て
p
開
裂
の
画
分
が
粕
々
激

し
-
把
乱
さ
れ
た
る
も
背
斜
軸
附
近
及
び
兼
艶
は
貼

る
平
静
に
し
て
｡
石
油
集
積
に
封
し
て
は
金
-
良
好
な
る
構
造
だ
し
て
械
こ
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
0
附

小

千

谷

油

田

地

質

及

構

造

位
置
'
及
泊
草

小
千
谷
油
田
は
長
岡
市
よ
り
信
亀
川
の
上
流
四
里
の
所
に
凍
る
小

千
谷
町
の
西
方

一
里
の
山
地

に在
-
.
地
籍
は
北
魚
沼
郡
城
川
村
及
千
田
村
地
内
で
あ

る
｡
本
油
田
は
明
治
三

十
五
年
の
閏
敬
に
か
～
b
一
時
は
鼎
皆
の
出
池
を
見

た
る
も
大
成
せ
ず
､
両
三
年
前
金
部
採
油
を
中
止
し

油
刑
だ
し
て
は
決
し
て
大
な
る
も
の
にこ
非
ら

ざるも

比
較
的
上
部
の
地
暦
よ
も
産
油
す
る
特
殊
の
洲
田
な

る
を
以
て
特
.i
謂
介
す
る
こ
亡
に
し
た
｡

地
質
及
鏡
民

本
油
田
は
信
鮫
川
の
西
側
に
在

り

て
兼
山
油
田

qfJは
構
造
の
系
統
を
同
じ
う
せ
ざ
る
も

Bn t!LI ･.･lAi
固形地汲斑地tllYt山谷千′ト

地
厨
の
.摘
係
同

一
な
る
を
以
て
兼
･･,;
油
川
もこ
附
属
せ
し
め
て
記
述
す
る
こ
と
に
し
た
｡

前

肋

地

gJ
梯
枇

姿

也

.
A

本
油
田
低
域
の
地
衣
に
露
は

七
三
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第
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7
班

蔑

七
凶

る
､
地
質
は
各
部
'

上
部
堅

二
配
暦
に
し
て
組
数
に
駄
瀬
川
系
ビ
し
て
龍
明
せ
る
も
の
で
あ
る
本
油
田
偶
成
に
於
で

は
抽
滝
川
系
も
こ
二
段
に
匿
別
さ
れ
串
､
即
ち
下
段
は
都
南
津
砂
層
にこ
し
て
主
だ
し
て
荒
き
砂
暦
よ
-
成
-
厚
さ
約
三

-

S血生J5.q'仰げJU蕗増し-.エJ▲
阿 fH. 節

関田WrlrJ油谷 千 /ト

宵
米
'
中
段
は
歌
か
き
砂
岩
~
宵
岩
の
互
暦
に
少
許
の
砂
利
暦
を
件
ふ
暦
系
に
し
て
厚
さ

>
.'1･

約
三
可
米
食
は
足

れ
を
特
に
川
谷
暦
だ
命
名
し
て
屠
る
'
そ
の
上
段
に
は
歌
か
き
砂
岩
､

･
:

]I<

票

田
の
互
暦
に
砂
利
暦
の
磯
連

番

し
き
暦
系
に
し

.て普
通
塚
山
厨
だ
栴
せ
ら
れ
て
居
る
部

分
で
あ
る

0本
匿
域
に
て
は

凶官米を測-
得る｡是
等
の
地
層
は
偶
北
に
近
か
き
暦
向

を
有
す
る

1
修
の
背
構
造
を
構
成
し

'背
斜
の
隆
起
の
中
心
に
和
甫
津
砂
暦
を
露
出
し
て

居
る
.
而
し
て
其
の
中
心
地
に
於
て
中
部
第
三
紀
層
の
白
岩
暦
に
到
蓮
す
る
距
離
は
約
百

米
で
あ
る
0
こ
れ
以
下
の
地
暦
の
関
係
は
兼
山
方
南
の
銅
係
よ
-
推
測
す
る
こ
だ
が
出
凍

る
｡
本
油
田
の
背
斜
構
造
は
兼
露
は
頗
る
急
激
な
る
傾
斜
を
な
し
暦
向
に
卒
行
せ
る
断
層

に
由
-
切

断
さ
れ
p
此
の
断
暦
附
近
を
界
だ
し
地
形
も
急
に
低
下
し
信
濃
川
平
脱
の

一
部
を
な
し
て
居
る
｡
こ
れ
に

対
し
研
究
は
平
均
四
十
皮
内
外
の
傾
斜
に
て
塩
梅
川
の
底
地
に
望
ん
で
屠
る
｡
本
背
斜
構
造
は
信
濃
川
流
域
の
酉
側

に
附
ふ
て
隆
起
せ
る
極
め
て
長
大
な
る
背
斜
構
造
の

一
部
な
る
も
､
本
低
域
の
南
端
に
於
て
骨
向
に
疎
ば
匿
角
な
る

構
裂
断
層
に
切
断
さ
れ
､
該
断
暦
を
境
だ
し
南
部
ビ
北
部
(
本
位
域
)
47J
各
自
典
L･4
れ
る
姉
二
次
的
の
構
造
作
用
を
受

け
て
屠
る
0
本
固
域
S
粟
張
に
於
て
圏
向
断
簡
p
,し
れ
に
件
ふ
翼
部
の
急
激
な
る
歪
曲
等
は
そ
の
結
果
で
あ
る
.
棉

は
本
背
斜
出
油
置
域
を
中
心
ビ
し
て
北
方
に
向
ひ
沈
降
し
て
居
る
｡

石
油
は
白
岩
暦
の
上
部
二
市
来
の
間
に
介
在
せ
る
薄
き
砂
暦
中
に
貯
溜
し
､
背
斜
の
償
部
に
集
積
､
鋸
床
を
構
成

-し
て
居
る
0
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小
千
谷
柚
tti
TF
の
栂
池
慣
域
の
亘

心
よ
-
北
方
二
千
光
に
替
る
千
関
村
字
山

谷

地
内
ビ
は
荻
除
の
高
域
な
れ
で
も
骨

で
田
浦
を
風
化
る
こ
E
が
あ
る
｡
此
の
区
域
に
於
け
る
石
油
は
和
閥
津
砂
暦
中
に
し
て
其
の
上
期
よ
･I
官
米
附
近
に

耶
胎
せ
し
も
の
で
あ
る
｡
今
日
迄
の
材
料
に
由
れ
ば
越
後
に
放
て
上
部
約
三
紀
暦
中
にこ

一
時
的
に
も
せ
よ
採
算
に
適

す
る
輝
度
の
石
軌
の
存
在
せ
L
は
此
の
置
域
に
於
て
の
み
で
あ
る
｡

虹

大

面

油

Em

の

地

質

及

嚢

床

位
置
'
泊
畢
及
産
額

本
油
的R
は
兼
山
油
田
の
北
端
よ
り
北
方
約
二
度
を
距
で
た
る
丘
陵
地
に
在
り
､
信
越
鹿
､

オ
ifモ

帯
織
輝
の
莱
方
牛
鬼
に
潜
る
｡
地
籍
は
南
蒲
原
郡

大

両

村
で
あ
る
｡
大
正
五
年
の
開
磯
に
し
て
大
正
六
年
四
月
､
第

四
鋭
井
が
操
鹿
五
官
間
に
て
数
千
帽
を
噴
水-1
せ
し
故
､
大
に
勝
雄
を
期
待
さ
れ
L
も
其
の
後
良
好
の
坑
井
出
現
せ
ず

捗
々
し
き
聴
展
を
兄
L･i
か
っ
た
｡
然
る
にこ
近
時
p
滑
々
良
好
の
坑
井
蒔
出
し
好
況
を
墨
L
で
凍
て
居
る
'
現
在
の
日

大河

ll.llLf 'Jlて

問耐闘 m

産
は
三
hTTT将
内
外
で
あ
る
｡
油
層
は
兼
TT7油
田
に
歎
似
L
I
ポ
ー
メ
は
北
鼎
の
杜
滞

万
両
に
似
て
甘
七
度
内
外
で
あ
る
.

地
質
及
鏡

底

本
油
田
は
約
北

-1
0
度
兼
の

一
肢
暦
向
を
有
す
る
背
斜
構
造
の
上

に
成
東
し
て
居
る
｡
木
構
造
も
兼
山
油
田
の
桑
だ
同
型
に
し
て
筒
翼
に
極
め
て
急
激

T1･T.ヨウ

に
傾
斜
し
反
封
に
架
蟹
に
は
極
め
て
紋
浬
に
傾
斜
し
部
分
に
閤
て
は
多
少
の

抑

揚

を

示
し
て
居
る
所

も

あ

る
｡

本

国
域
方
面
も
兼
山
油
田
方
固
A,J
同
様
に
倍
濃
川
平
原

の
東
側
に
横
は
る
一
大
隆
起
地
帯
に
し
て
東
山
万
両
だ
同
塵
に
信
濃
川
平
原
に
近
か

き
部
分
は
節
二
次
的
激

しき地動
を
受
け
て
居
る
｡
本
油
田
附
近
の
構
造
は
激
し
き

鷹
迫
の
結

果
'

ス

ラ
ス･L･

暦
向
tこ
附
ひ
衝

込

断

層
を
生
じ
'
断
面
間
に
示
す
が
如
き
的
係
だ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
0
固
両
に
あ

石
油
地
獣
邸
脚
野

七
屯

七
五



地

球

終
九
番

終

1

沸

票

七
大

る
断
層
の
傾
斜
は
今
の
雪

j
ろ
想
像
で
あ
る
｡
荷
は
断
面
閲
は
現
は
さ
れ
た
る
兼
方
の
背
斜
構
造
は
庄
川
背
斜
bJ
稀

せ
ら
る
ゝ
も
の
に
し
て
凡
て
の
規
模
は
大
面
に
比
し
て
頗
大
な
れ
ざ
も
P
構
造
の
型
式
が
金
無
同
様
な
る
は
而
白
き

現
象
で
あ
る
｡
大
耐
油
相
の
出
納
国
威
附
近
に
露
出
す
る
地
質
は
大
部
分
中
部
第
三
紀
暦
の
日
栄
暦
即
ち
砂
質
貫
岩

に
し
て
和
宙
津
に
刑
皆
す
る
砂
暦
は
開
裂
の

1
部
に
露
出
せ
る
に
過
ぎ
な
い
｡
白
岩
暦
の
露
出
部
分
は
上
部
二
宵
米

内
外
で
あ
る
.
そ
れ
以
下
の
地
質
闘
係
は
兼
山
油
田
方
面
の
関
係
を
以
て
推
測
す
る
外
は
な
い
｡
坑
井
の
雑
感
に
由

れ
ば
牛
ケ
骨
層
即
ち
次
色
貫
岩
層
の
上
部
に
督
ヱ

l宵
光
源
の
間
に
屡
々
砂
岩
及
び
轡
.岩
の
凝
蓮
せ
る
を
知
る
0
兼

山
油
田
方
面
の
地
質
暦
序
の
関
係
を
以
て
律
す
れ
ば
木
油
田
の
合
的
暦
位
は
兼
山
暦
の
上
部
に
相
督
し
て
居
る
｡
本

油
田
の
背
斜
構
造
は
極
抑
な
る
非
封
種
的
な
れ
ば
軸
面
は
か
な
-
兼
方
に
傾
斜
L
で
居
る
｡
そ
れ
故
､
現
在
の
約
千

米
内
外
の
油
層
に
到
着
す
る
適
皆
の
位
置
は
地
衣
に
露
は
る
～
背
斜
軸
よ
り
約
三
雷
光
以
充
で
あ
る
C

馳

茨

城

油

田

の

地

質

及

鋸

床

位
置
､
泊
革
及
鹿
瀬

現
在
'
頚
城
油
田
k,柄
す
る
も
の
は
兼
頚
城
郡
故
地
柑
及
申
坂
城
郡
櫛
地
相
に
跨
る
牧
油

盟
を

定
立

附
の
こ
と
で
あ
る
.
撃
城
地
方
に
は
曾
て
出
納
を
見

潤
欝

畑
鳩
?.IJi点

囲 七節

質地剛n城髄
臓状柾

繁
昌
せ
し
個
所
少
な
か
ら

ざ
る
も
菅
田
の
飴
勢
､
今

佃
は
多
少
の
出
油
を
見
っ
つ
あ
る
は
此
の
方
南
の
み

で
あ
る
｡
本
池
田
は
南
関
市
の
兼
方
五
里
､
信
越
の

ビ
叫Tl

女
ナ
ヒ
P

団
塊
に
近
か
き
山
地
に
在
る
｡
地
籍
の
字
名
に
由
-
便
宜
上
､
岩
印
､
鬼

子

'
原
p
棚

墜

北
野
等
の
渚
焼
山
に
固

さ
分
れ
て
あ
る
｡
抑
も
質
城
地
方
は
本
邦
に
於
で
最
も
早
-
よ
-
採
油
事
業
の
試
み
ら
れ
た
る
誓

し
ろ
に
し
て
､
本

油
日
の
酎
宙
に
歯
る
板
倉
肘
地
方
に
於
て
は
明
治
堅

剛
よ
-
引
き
続
き
繁
昌
し
て
居
た
も
の
で
あ
る

而
し
て
都
業



地
の
東
漸
の
結
果
､
明
治
二
十
年
頃
よ
-
本
油
田
の
閲
敬
を
見
る
に
至
-
た
る
も
の
に
し
て
､
登
盛
期
は
明
治
サ
六

年
頃
で
あ
る
｡
其
の
後
､
漸
減
を
蛋
ね
､
盆
盛
時
の
日
産
三
宮
蛸
は
､
今
日
は
僅
か
に
五
十
帽
に
過
ぎ
t･.
い
有
様
で

あ
る
｡
油
貿
は
で
フ
フ
ヰ

ソ
系
に
し
て
ポ
ー
メ
四
〇
度
で
極
め
て
軽
質
で
あ
る
｡
叉
'
少
量
な
れ
錐
芳
香
族
の
も
の

図 八 節

闘 将 柳 田 的 城 朝

を
混
じ
て
居
る
｡

地
質
及
鋳
床

本
油
的
地
方
は
極
め
て
激
し
き
鼻
動
を
受
け
多
数
の

陸
塊
に
切
断
さ
れ
上
昇
､
下
降
率
化
を
極
め
て
居
る
｡
是
等
の
関
係
は

此
虜
に
は
簡
単
tこ
説
明
し
難
い
｡
出
油
固
域
は
大
股
た
於

て特
殊
な
構

造
を
成
せ
る

一
個
の
陸
塊
で
あ
る
.
賂
入
園
は
出
油
値
域
の
中
央
を
切

断
せ
る
断
面
間

L･iる
が
､
こ
れ
に
困
て
本
泊
EEIの
構
造
が
頗
る
特
殊
な

も
の
な
る
こ
と
を
窺
ふ
こ
亡
が
k.
凍
る
｡
即
ち
本
池
田
の
構
造
は
激
し

･
ヅ
†
アゲ

き
鷹
迫
の
結
果
'
背
斜
構
造
の
鼻
形
及

び

衝

上

断
層
の
反
復
に
由

り
同

一
地
層
を
同

一
の
水
準
に
保
っ
て
居
る
如
き
特
殊
の
構
造
で
あ
る
.
断

面
園
に
は
掲
げ
ぎ
ら
し
も
糊
虎
の
左
に
今

1
つ
棚
旗
だ
同
様
L･t
る
構
造

が
街
上
断
層
に
由
で
線

･Ja
返
さ
れ
て

居る
(Imb
ricated
ovelthru
S
t

f
autt)而
し
て
比
の
構
造

の
一
般
暦
向
は
北
六
十
度
栗
に
し
て
出
油
固

城
よ
り
暦
向
に
沿
ひ
北
米
の
方
向
に
伺
っ
て
構
造
は
急
峻
ど
な
-
p
反

封

に
南
西
に
向
つ
て
綬
和
さ
る
｡
現
在
の
川
油
慣
域
は
該
構
造
の
此
鞍
的
緩
和
さ
れ
た
る
南
西
端
の
部
分
の
み
で
あ

石
拙
地
質
敬
概
要

宅

七
七



地

球

第
九
や

第

7
故

実

七
八

る
｡~
即
ち
以
上
記
述
せ
る
如
き
衝
上
断
層
の
反
復
を
見
る
如
き
構
造
を
有
す
る
陸
魂
は
味
ぼ
長
方
形
に
し
て
､
其
の

内
出
油
を
見
つ
つ
あ
る
の
は
其
の
南
西
輔
の
部
分
で
あ
る
.

次
に
地
質
は
､
上
述
の
如
-
本
油

m附
近
は
多
数
の
陸
塊
に
分
即
せ
ら
る
～
結
果
､
こ
れ
を
統

一
し
て
札
状
閲
ど

し
て
紹
介
す
る
に
は
不
充
分
の
鮎
あ
る
を
以
て
ー
此
鹿
に
は
出
油
低
域
の
挽
き
範
囲
の
部
分
を
掲
げ
置
い
た
次
第
で

あ
る
｡
出
油
糧
域
の
地
質
は
黒
色
雷
岩
に
緋
き
白
色
の
凝
炭
質
砂
岩
を
頻
繁
に
爽
む
楯
状
貢
岩

B

ande
d
sh
a
le

を

主
機
.fJ
L
厚
さ
数
枚
の
白
色
の
凝
次
男
砂
岩
を
爽
ん
で
屠
る
｡
此
の
溌
衣
岩
質
砂
岩
は
伊
東
教
授
に
由

り
白
山
'
岩

碑
､
樺
瀧
等
の
名
が
附
せ
ら
れ
て
あ
る
.

貴
色
貫
岩
に
白
色
の
菰
衣
貿
砂
岩
を
爽
む
を
特
徴
だ
す
る
暦
系
を
質
城
暦

bJ
L
.
中
越
地
方
の
例
に
由

も
こ
れ
を
下
部
第
三
紀
暦
の
上
段
ビ
し
て
髄
い
た
｡
此
の
層
位
関
係
は
後
日
壁
駐
す
る

や
も
知
れ
ざ
れ
北
.
曹
-
右
の
如
-
定
め
て
置
-
｡
祉
駅
間
に
示
す
柳
島
産
衣
岩
は
安
山
岩
饗
に
し
て
黒
色
の
も
の

で
あ
る
｡
白
山
羅
友
岩
以
下
は
如
何
な
る
地
層
存
在
す
る
や
露
出
無
-
又
坑
井
の
綬
版
も
極
め
で
少
な
き
故
判
断
に

苦
し
む
も
､
大
腰
に
放
て
五
官
来
任
迄
は
班
城
暦
ビ
疎
ぼ
同
塵
の
や
う
で
あ
る
｡
石
油
は
白
山
､
岩
醐
'
梯
瀧
等
の

凝
炭
質
砂
岩
中
に
障
熟
し
て
居
る
.
然
か
れ
維
p
其
の
浸
払
拭
の
程
度
は
的

二
万
圏
内
に
於
て
も

一
様
Li
ら
ず
p
近
接

の
部
分
に
於
で
も
経
典
集
積
の
盛
暖
に
頗
る
大
な
る
差
あ
る
こ
と
あ
り
､
又
時
に
は
岩
層
の

一
部
に
屈
定
状

P
ay

str
eak又
は
褒
状

O
il
p
o
c
k
et
を
な
し
て
集
積
し
て
居
る
こ
.jJ
が
あ
る
｡

新
の
如
-
岩
暦
の

一
部
オ
イ
ル

･
ペ
イ

O
il
p
ay

を
形
成
せ
る
こ
と
は
本
油
田
の
騎
虎
の
特
徴
な
る
だ
同
時
に
白
色
凝
次
質
砂
岩
に
経
典
す
る
鋸
床
の
特
徴

で
あ
る
0


